（別紙２）
「日本花き園芸産業史・２０世紀」刊行に伴う

第Ⅲ企業・団体編の執筆原稿様式　
＜団体版　執筆原稿様式＞
	名称
	

	代表者名
	

	所在地
	〒

	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	e-mail
	
	http
	

	設立年月日
	

	構成会員数
	
	賛助会員数
	

	設立経緯及び設立目的
	

	事業内容


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	主な活動実績


	

	その他特記事項
	


（記入注意）

１　第Ⅲ団体・企業編に掲載するものは、原則として２０００年（平成１２年）に存続していた団体・企業とします。なお、その後、統廃合や名称変更等により、実質的に事業を継続している団体・企業も対象とします。
２　この様式の記載事項は、団体版の標準的なものであり、団体の組織形態等により、必要に応じて一部変更することができるものとします。
３　設立経緯や設立目的は、おおむね３００字以内でご記入ください。
４　事業内容は、おおむね２００字以内でご記入ください。
５　主な活動実績は、おおむね５００字以内でご記入ください。

６　その他特記事項は、おおむね２００字以内でご記入ください。　

７　なお、この第Ⅲ企業・　団体編の執筆原稿様式（ワード形式）は、当センターのホームページ(http://www.jfpc.or.jp)からダウンロードできます。

「日本花き園芸産業史・２０世紀」刊行に伴う

第Ⅲ企業・団体編の執筆原稿様式　

＜企業版　記載様式＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	商号・名称
	

	代表者名
	

	所在地
	〒

	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	e-mail
	
	http
	

	創業・設立年月日
	

	資本金(万円)
	

	売上高（万円）
	

	従業員数
	

	設立経緯及び経営理念
	

	事業内容及び営業品目
	

	主な経営実績
	

	その他特記事項
	


（記入注意）

１　第Ⅲ団体・企業編に掲載するものは、原則として２０００年（平成１２年）に存続していた団体・企業とします。なお、その後、統廃合や名称変更等により、実質的に事業を継続している団体・企業も対象とします。

２　この様式の記載事項は、企業版の標準的なものであり、企業の経営形態等により、必要に応じて一部変更することができるものとします。
３　設立経緯や経営理念は、おおむね３００字以内でご記入ください。

　４　事業内容及び営業品目は、おおむね２００字以内でご記入ください。

　５　主な経営実績は、おおむね５００字以内でご記入ください。

６　その他特記事項は、おおむね２００字以内でご記入ください。
７　なお、この第Ⅲ企業・　団体編の執筆原稿様式（ワード形式）は、当センターのホームページ(http://www.jfpc.or.jp)からダウンロードできます。

（参考）　　　　　　　　　　　

第Ⅲ企業・団体編の記載事例

	名称
	財団法人日本花普及センター

	代表者名
	会長　佐藤安弘　

	所在地
	〒103-0004　東京都中央区東日本橋３－６－１７　山一ビル４階

	ＴＥＬ
	０３－３６６４－８７３９
	ＦＡＸ
	０３－３６６４－８７４３

	e-mail
	jfpc@jfpc.or.jp
	http
	//www.jfpc.or.jp

	設立年月日
	平成３年３月２５日

	構成会員数
	―
	賛助会員数
	１３５（都道府県、企業、団体等）

	設立経緯及び

設立目的
	平成２年に大阪で開催された「国際花と緑の博覧会」（大阪花博）の準備・支援のため、農林水産省の指導のもと、昭和６０年１２月に「花と緑の普及促進協議会」が組織された。

その後、花博の大成功を受けて、その理念を継承して引き続き花と緑の普及等を推進するため、我が国の花と緑の全ての団体が結集して対応しようとする気運が急速に高まり、民間企業や花き業界関係団体等からの幅広い寄付金よって基金が造成され、平成３年３月に設立された。なお、初代会長は、促進協議会会長で、花博協会副会長でもあった河合良一氏（財団法人日本花の会会長）が就任された。

当センターの目的は、花の全国的な普及啓発、調査研究、国際交流等を行うことにより、国土緑化を推進し、もって潤いのある豊かな社会実現に寄与することである。

	事業内容
	①花の普及活動の実施及び支援、②花の普及ための講習会、シンポジウム等の開催、③花の普及のための人材養成と情報提供、③花に関する総合的な調査研究、④花に関する園芸技術・文化を通じた国際交流　等

	主な活動実績


	①　ジャパンフラワーフェスティバル（ＪＦＦ）は、日本最大級の花の普及イベントとして、平成３年から都道府県の持ち回り方式で実施されきた。各都道府県では、これをきっかけに数万人規模の花の普及イベントが定着する等大きな成果をあげてきた。

②　花の消費拡大については、、花き業界関係者の協力を得て、「大切な方の誕生日にお花を贈ろう」等のポスターを作成・配布するとともに、新しいロゴマークによる「花っていいよね。キャンペーン」等を推進してきた。

③　花き業界の関連情報を収集整理して「フラワーデータブック」や「花き情報」等を定期発行してきた。

④　調査研究関係では、農林水産省の助成事業を活用して花き産業振興総合調査、切り花の日持ち試験等を実施してきた。

⑤　国際園芸博覧会の出展参加については、農林水産省の委託事業を受けて花き業界関係団体と連携して実施した。（オランダのフロリアード１９９２及び２００２、ドイツのＩＧＡ１９９３、中国の昆明１９９９、タイのチェンマイ２００６）。

	その他

特記事項
	①日本花き取引コード普及促進協議会、②ジャパンフラワーセレクション実行協議会、③全国花き輸出拡大協議会、④全国花育活動推進協議会等、花き業界の共通課題に関係者が一体となって取り組む場合、中心機関として事務局を担ってきた。
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